
主催：農林水産省 ・（一財）畜産環境整備機構

令和８年度 畜産環境シンポジウム
本シンポジウムは、畜産環境を取り巻く問題や課題に対して
専門家等をお招きし、解決に向けての事例などをご紹介します。

日時 令和８年10月21日（水）
13:30～17:00

参加費 無料 会場
農林水産省本省共用第１会議室

又は
オンライン配信（Zoom）

第1部 現場で活かす臭気対策

第2部 堆肥利用の輪を広げるために

【講演①】高濃度の臭気を低減する技術の現場実証と優良事例

（一財）畜産環境整備機構 小堤 悠平 氏

【講演②】持続可能な環境へ配慮した資源循環型畜産

【講演④】家畜排せつ物の利活用のための堆肥化技術

（一財）畜産環境整備機構 道宗直昭氏

【講演⑤】糸島地域における未利用資源活用の兆し

株式会社百笑屋 松﨑治久氏

以下URLまたは2次元バーコードからお申込み下さい。
https://forms.cpl.jp/chikusan-2026/

申込フォーム

株式会社マーケティングフォースジャパン
（chikusan★cpl.jp）
※★を@に置き換えてください。

農林水産省 畜産局 畜産振興課
環境企画班(TEL 03-6744-7189)

申込方法

お問合せ
シンポジウムに関するお問合せ

（担当課）
申込みに関するお問合せ
（システム管理者）

有限会社臼井農産 臼井欽一氏

（おづつみ）

【講演③】未利用森林資源を活用した養鶏場における臭気対策実証実験に
ついて―臭気対策とアニマルウェルフェアの両立を目指して―

【講演⑥】高品質堆肥の安定供給と利用拡大に向けた仕組みづくり
アークグループ 株式会社若葉 松原鉄平氏
（一関市藤沢有機肥料センター指定管理者）

エステー株式会社 山本一成氏

会場参加：10/16(金)17:00〆切
オンライン参加：10/20(火)17:00〆切

家畜排せつ物を国内肥料資源として有効に活用するためには、耕種農家に求められる良
質な堆肥を生産し、円滑に流通させることが必要です。第2部では、堆肥生産を行う耕種
農家や堆肥センターにおける取組などを中心にご紹介します。

畜産由来の苦情として最も多い悪臭。昨年の参加者アンケートでも、一昨年に引き続き、
臭気対策について知りたいという声を多数いただきました。そこで今年度は、臭気低減に係る
最新の研究内容や事例、畜産農家での取組などを中心にご紹介します。



当日スケジュール（予定）

13:30 開会挨拶

13:45 【第1部】 講演① 高濃度の臭気を低減する技術の現場実証と優良事例

14:10 講演② 持続可能な環境へ配慮した資源循環型畜産

14:40 講演③ 未利用森林資源を活用した養鶏場における臭気対策実証実験
について―臭気対策とアニマルウェルフェアの両立を目指して―

15:10 休憩（10分）

15:20 【第2部】 講演④ 家畜排せつ物の利活用のための堆肥化技術

15:45 講演⑤ 糸島地域における未利用資源活用の兆し

16:15 講演⑥ 高品質堆肥の安定供給と利用拡大に向けた仕組みづくり

16:45 （一財）畜産環境整備機構 事業紹介

Step1 応募フォームから事前に参加申込してください。

※講演時間に質疑応答時間を含みます。
     オンライン参加者はZoomのQA機能によりご質問を受け付けます。

▽応募・参加の流れ▽

Step2
申込時に登録したメールアドレスにシンポ
ジウムの参加確認メールが送付されます。
※複数名参加される場合は、代表者1名の申
込の際に備考欄へ他の参加者情報をご入力く
ださい。

会場参加の場合

Step3
【当日】参加確認メールに記載のある受
付番号、氏名等を受付にお伝えください。
(受付開始 →12:30～)

オンライン参加の場合

Step2
申込時に登録したメールアドレスにシンポ
ジウムの参加URLが送付されます。
※一つの端末で複数名視聴される場合は、代
表者1名の申込の際に備考欄へ他の参加者
情報をご入力ください。

Step3
【当日】 参加URLをクリックして参加して
ください。
(入室開始 →13:15～)

※シンポジウム参加URL等の転送、SNS等
での公開は行わないでください。

申込フォーム⇒

17:00 閉会
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